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正
當
.
の
意
義
に
於
；て
利
益
分
配
制
度
と
稱
：す
可
き
は

•

傭
者
.

が
.

其
使
.役
す
る
勞
働

.
者
.に

對
し

て
、̂

規
の
賃
銀
を
支
挪
；

S

72

る
上
k

K

に
或
る
標

■

に
據
て
、®
銀
以
外
の
支
撖
を
爲
す
も
の

J 

.

.

. 

• 

,• 

.

に
外
な

G

す
。
，而

-1
.

セ
此
賃
镅
以
外
に
於
け
る
支
拂
は
傭
潜

‘

が
營
業
上
現
實

R

利
益
を
收
得

し
れ
る
場
合
に
限

^

て
、行
は
：：る

、

が

故に
，
利
益
分
配
制
庾
の

.

下
に
於
て
は
-勞
働
翁
を
し
て

自
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事
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益
に
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加
せ
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彼
等
に

1分
配
せ
ら
る

、金

额

，̂

豫
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一：：
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.
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益
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.
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刺
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第
四
號■ 

■ニ 

ま
：れ
る
德
準
に
從
ひ
、事
業

a*

の
：利
：益

の

增
'
減
す
，る

に

隨

つ

てV
高
®

す
る
.

を
常
'

と
す
可

.

し
9

..但 

し
斯
る
利
益
を
分
配

「

ず
る
.
に
當
.
.ぅ
、何
，を
以
ズ
分
配

.に
供
せ
ら
る
、
利
益
と
す
可
&
や
或
如
何 

な
る
源
泉

i

ぅ
生
^

る
の
別
を

_

は
ず
、刹
益
の
全
體
を

.
以
て
、分
配
に
供
す
可

§

か
、將
セ
又

1 

‘

の
業
務
に
幾
多
の
區
劃
を
設

»:

、其
區
劃
內
に
生
じ

^

る
利
益
を
區
.劇
內
に
於
け
る
從
業
者
の 

み
K

分
配
す
可
き
か
の
間
，題
.を
生
ず
可
く
、前
者
を
一
般
的
利
益

#

'

配

P
、

度
X

云
ひ
、後
者
を
區 

劃
的
.
利
益
分
配
制
度
と
云
ふ
。：又
是
等
の
外

ft

、個
人
の
功
勞
殊
に
或
る
利
益
を
增
進
す
る
に 

^:
-

て
，個
人
の
致
し
た
る
底
接
：の
：功
勞
に
對
し
て
、利
益
を
分
配
す
る
所
謂
個
人
的
利
益
分
配
制 

度
な
る
も
の
あ
今
と
離
も
、廣

く
!
：

は
る
ゝ
は
一
般
的
利
益
分
配
制
度
に

.

し
て
、他
の
ニ
潸
は
到 

芪
之
に
及
ば

.

ざ
.

る
の
趣
あ

&

$

す
。 

. 

•

;

^

に
.

利
益
分
配
制
度
忙
於
て
は
、ー
止
規
|の
賃
鈒
の
支
挪
は
る
、
こ
と
を
以
て
ニ
の
要
件
ミ
し
、
 

又
此
以
上
に
利
益

^

對
し
て
、或
る
割
合
を
有
す
る

.

支
拂
の
'
勞

働

者

に
®

し
て
、行
は

る

、

こ

ビ
 

.

を
以
て
、他
の
耍
件
と

.

せ
ざ
る
可
か
ら
ず

o

然
る
：に
世
上
に
於
て
、

一

般
に
利
益
分
配
制
度
ミ
•稱 

せ
ら
る
、
も
の
を
見
る

.

に
•用
語
の
適
用
は

*

ず
し
も
斯
‘く
嚴
重
な
ら
す
、勞
働
.者
に
對
し
て
、

【 

嚴
額
の
賛

«

を
支
.

_

ひ
：：お
る
；後

に

或

る

增

加.
束
'
柳
を
爲
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i
k
e
.
は
*-

支
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の
割
合
如
何
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^

.
其
^

坪
な
名
源
彀
ょ
シ
生
じ
來
れ
る
を
間

.
は
^
、總

$
之
を

‘利
益
分
配
ビ
稱
す
る
の
趣
あ

^

 ̂
.
 

例
へ
ば
今
日

X

業

:̂
經.
營
者
は
-
定

:0.
卿
期
^
於

て

、勞
，働
者

に

對
し
、其
賃
銀
に
或
る
割
合
七
，

:

求
め
：て
、賞
與

‘金.
を
給
‘與
す
る
•ご
と
あ
り

0:

然
れ
ど
も
斯
る
賞
典
金
た
る
、事
，實
に
於
て
、賃
鈒
を

代
表
し
、又
當
然
支
拂
は

'
る

可_

賃
銀
の
支
拂
贫
延
期
し

.
タ
る

も
の
に
過
ぎ
す
、而
し
て
其
金
額

, 

’ 

• 

.... 

.

. 

- 

.

.

.

.
'
.

の
如
き
、當
該
季

«
:

に
於
て
、事
，«

主

0
收
得
し
ね
る
利
益
金
ビ
何
等
直
接
の
關
係
を

'
有
す

4
 
i 

)©

，に
非

.
ざ.
各
な
り
。

k.

或
る
«

社
に
於
て
は
、年
度
末
に
於
て
、賃
銀
に
對
也
て
、割
增
金
を
與
ふ 

，る
こ

w

を
規
約
の
一
個
條
も
す
名

%
の
ぁ

t

,:固
ょ
む
勞
働
潸
は
此
墩
合
に
於

て

、
自

B
0

收 

'
#
す
る
：_

增
金
.
'が
：，事
業
擎
榮
の
 

る 

'こ
^

の
了
：解
を
有
す
可
し

S
雜
も
、單 

に

I

片
‘の
了
解
を
有
す

.
る.
に
止
ま

k

0

增
金
が
事
業
繁
榮

-
の.
結
果

is

し
.て生
ず
る
利
益
金
に

.
對
し
て
、如
可
-
な
，る

®]
:合
を
以
て

# '
m

せ
ら
る

、
や
の

K

に
就
て
は

.
何
等
根
據
の

S

ま
れ
名
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し
き
m

至

0

て
■
は
，賃
銀
.に
對
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增
金
を
支
拂

)

う
0

事
«'

を
勞
働
潘

.

に
示
：
S

ず
、又
之
を
支
拂

'

う
#

否
や
ネ
、事
幸

.
主
の
#
爾 

―

て
、決

®

す
る
■

場
^

.

あ
り
。
固
ょ
ち
是
等
の
場
合
に
於
て

'
も
、勞
働

a

は
貴
^

の

外

に

勘

增 

#

.

.

突

く

可

く

、隨
て
外
形
ハ
に'
於
：て
，刺

益

が

配
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度
を
裝
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が
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と
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も
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を

，以

て

被
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制
度
を
實
行
す
る
も
の
ビ
云
ふ
能
は
ず
。
蓋
し
利
益

#

配
.

制
度
.

に
於
：て
は
、當
初
ょ

$

個
”

令

の.

.;.
 

' 

.

. 

• 

'

ノ
勞
働
者
.を
し
て
參

»«
せ
し
む
可
き
利
益
の
高
を

.

計
箅
す
る

.

方
法
0
 

«

定
せ
る
；
を

必

要

と

し

、此

方
.
法
の
確
定
せ
る
こ

.
ゃ
に
：依
て
、勞
«

«

は
利
益
：
に

參

加

す

’る

‘

：

を
得
る

.

も
の
と
■

す
：可
：し
。‘

然
る
に
：

'

前
記
の
諸
制
度
に

.

於
て
は
、勞
働
藉
の

.

收
得
金

.

は
.當
時
に
於
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•
:
•
•
•
•
- 

• 

• 
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.

.
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.げ
る
利
潤
に
對
し
て
、僧
減
す
る
：も

0

^

非
ず
、又

1

定
の
基
礎
に
據
ら
ず
、寧
ろ
事
業
去
一
個
の

意
思
に
依
る

^

0.

な
：&

と
す
れ

.
ば
、之
を
眞
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0

利
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分
配
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目
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社
^

其
'

、使
役
す
る
勞
働： #

に
'

利
益
分
配
制
度
を
適
用
す
る
へ
に
當

A

、勞
働
者
に
交
付
す
る
：利

_

.

:

、

金を積立て、
其

 

一
®

の
金
額
に
累
加
す
る
を
待
つ
て

£

を
會
社
の
發
行
す
る
株
式

:0
_

代
：價
に
，
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振
替
へ
、勞
働
敦
を
し
て
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利
，益
配
當
金
の

.

形
徳
に
於
て
、會
«
の
利
益
に
參
加
せ
し
め
ん
ミ
す
る

.
•
.
'
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■.
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場
合
ぁ

‘

れ
ど
.\

勞
働
者

^

勞
働
上

^

於
け
る
能
率
が
幾
何
の
程
度
に
於
て
、會
贩
の
利
益
增
進 

iA
資
す
.

る
や
、明

»

ら
ざ
：る
ヒ
：共
に
、會
社
が
營
業
の
方
，針
を
誤

.

ま
り
て
、資
產
に
缺
損
を
生
じ
、株 

式
に
對
す
：る
挪
込
金
を
徵
收
：す
る
と
き
に
は
、勞
働
者
た
る
株
主
亦
，拂
込
の
.實
に
當
ら
ざ
る
可 

が
ら
ず
、然
ら
ば
此

.

制
度
た
る
、利
益
分
配
法
に
非
す
し
て
、寧
ろ
損
益
分

.

配
法
^

り

w

云
ふ
を
以 

C

、當
れ

h 

V」

す
可
し
。
:'

勞
働
奢
を
し
て
斯
る
地
位
に
陷
ら
，し
む
る
は
、決
し
て
利
益
分
'配
制
度

 

?

.

.

ノ 

. 

• 

■ 

- 

、
. 

. 

：
.. 

.

.

.

.

. 

|

' 

.

: 

:

:

.

.

.

 

,

■

V

の
本
旨
に
適
ひ
た
る
も
の
と
冲
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

利
益
分
配
制
度
の

目

的
ミ
す
る
所

A

後
に
說
明
す

る

如
く
、勞
働
者

(7
>

.

能
率
を
增
進
せ
ん
と 

す
る
資
本
家
的
利
己
心
に
存
ず
る

.
か
、將
た
又
勞
働
者
に
對
し
て
、社
會
的
公
疋
を
維
持
せ
ん
と 

す
を
公
共
的
精
神
に
往
な

.が
、其

ft

れ
に
屬
す
る
を
問
は
す
、此
制
度
を
律
す
る
に
就
て
淡
、據
.る 

可
&'
1

根
.

本
の

M
則
ぁ
る
を
要
す
。

其
：一

.
は
俯
者
は
一
方
に
利
益
を
勞
働
者
に
分

sa

す
る
S

共 

に
馗
の

-

方
に
於
て
は

#

等
に
正
常
の
貴
銀
を
克
拂
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る

之ビ
是
.れ

な

り

。

蓋
_

勞
働
'
者
に
分
配

.
せ
ら
.

る
可
き
利
益
の
多
寡
，は
傭
翁
が
或
る
期
間
に
於
け
る
事
業
の
經
營 

5:
.

終
了
し
、斯
く
そ
，收
受
し
た
る
：利
一
益
金
に
依
て
決
定
せ
ら
る

 

> 
も
の
な
る
が
故
に
、利
益
分
配 

額の'

如何
:̂
^

想
し
て
，俯
者
が
：勞
：働
若
の

.
正
.

常
貨
銀
を
削
減
す
る
が
如
き

V
J 

e

ぁ
ら
ん
か
、勞 

働
«;

ば
他
日
に
至

'!
)

.

て
、此
.

削
減
：額
の
利
益
分
配
額
に
依
て
，塡
補
せ
ぎ
る

」

\

.

や
.
否

^

不

明

に

靡 

じ
辦
#

め
不
確
實
な
る
ビ
共
に
、其
生
活
上
に
於
け

〔

る
安
定
を

.

失
は
ざ
，
'
る
を
得
ず

0

‘然るに之
 

を
事
'
實
，.に
.
徵
す
令
に

;«

者
0

或
：
者
は

_

擎
に
支
挪
ぅ
可
き
高
を
飢
減
す
る
の
方
策
に
出
づ
る
こ
と
な
し

 

<

せ
ず
。
傭
者
に
し
て
.斯
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.
狡
辑
部
る
方

■
策
を
行
は
ん
か
、利
益
分
配
制

#

に
伴
ぅ
利
益
を
收
む
：る
能

.
は
參
。
’

蓋
し
^
慟
者 

「

$

1

.四
卷
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四
五
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〕

繭
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'

,

初

ぜ

於

て
« ;

喊

益

：分̂

制
度

.

の
_

用
せ
：ら
れ
：为
る
礙
命
に‘

己
©

% :
■

得
す
可
き

_

_

分
：
 

配
.額

の
大
じ
し

'

で
，能

く
#

舉
の
不
足
：輝
を'

補
‘

足
.

し
.

叉
補
足
す
る
以
与
に
，餘
播
を
生
：

J

き
令 

ミ
を

假
想
し
て
、市(
場
ド
行

«

.

を
、

.

標
；準
箴
銀

.

率
ょ
り

t

、低
#

次
る
賃

.

ほ
安
ん
じ
て

#

働
^

:
 

f

可
.

し
ヒ
す
？

、果
し

t

此
豫
歡
が

.

*

現
：せ
ら
る

V

や
否

.

や
は

.

利
益

•

額
I

げ
を
れ
た

る 

l r

に
非
？
れ
ば
之
を
知
る

'

能
は

.

ず
。
此

.

5

不
確
» •

な
る

_

か
、利
雪
酿
御
度

-

^

榻
榜

U

て
、
 

勞
働
蕃
を
し

.

す
，能
率
の
增
進
に
意

^

致
さ
し
ひ
る
，轉
細

.

M

る
围
難

變

ど
せ
ざ
る
可
か
ら 

ざ

谷
の
‘道
迦
な
か

。
.

‘
利
益
分
配

,

m

に
關
す
る
第
エ
の
原
則
は
利
益

ビ
U

て
分

©

せ
ら
る

、
僉
額

M

相
當

0
鄺 

J :
在
る
可
き
ベ
ビ
是
れ
章
シ
。

固

.
1,
6
庇

金

®

が
如.
师
な
る
數
氧
に
遠
す
可

き
か
、率
割
合

t 

豫
^

ず
る
は
實
條
_
.

困
難
な
る
可
し
ミ
，雖
毛
，利
益
分
配
額
が
普
通
の

.
狀
態
に
於
て
、事
業
の
繁 

昌
し
：
つ
\

あ
る

以

上

は

賃

銀

に

對

, L

て
、相
當
の
«

加
額
た
.
る
^ :
得
ふ

 ̂

^

の
信
念

を
勞.•
働

 ̂

i

 

I

ふ
る

は
^

益
分
配
制

«'
0
目
的
を
逄
ず
る
の
.點

ょ 

>

 

見
て
、
最
も
#

要
ミ
す
を
肥
に
し

て
、
 

此
信
念
の
下
に

^
«

謂
は
勞
：働
.
{ :.
從..ひ.
て
、苏
能
率
を
發
揮
し
、以
て

0

0

分
配
に
値
す
る
を
得

‘
 

ベ
i

理
，な

&
。',
第
H
0 .
M

則
ゆ
分
：配
せ
ら
る
可

§

利
益
の
割
合

'に
就
て
、豫
め
正
確
な
る
約

I .：

%
.
1 :

':
:..つ
'

:

.

:

'

,
.
. 

■ 

:

-:
..■:
.
:
.■■— 

：
■;
:
'.
;
 

.

. 

: 

/

定
を
以
て
、之
を
決
定
す
る
に
非

^

れ
ば
、利
益
分
配
制

'

度
の
目
的
，に
»
ぅ
能
は
ざ
る
こ
と
是
れ 

.

な
5

;'
°
霞

し

從

來

，利

益

分
.配

制

度

.ミ 

れ
た
る

』

の
を
見
る
に
、此
點
に
關
す

る

用

意

1 

に
双
て
、
^

く
る
所
ぁ
り
、或
は
利

^

分
配
と
稱
し
な
が
ら
、單
に
傭
者
が
年
度
末
に
臨
ん
で
自
己 

I 

'の
意
思
を
以
て

#

02

せ
ら
る
；可
き
金
额
を

.

ー
定
す
る
に
止
ま
る
も
の
あ
り
。
現
に
我
國
に
於 

.

で，實
衍
せ

<■
&

れ
り
、
あ
る
利
益
分

配法
の
如
，き
、多

'<
此
形
式
に
據
：る

4
V
の
に
し
て
、其
名
稱
に 

■

件
ぅ
實
質
を
有
す
る
や
否
や

*

疑
を
挾
ま
ざ
る

^

得
ず
。
蓋
し
傭
者

^

利
益
分
配
金

.

ビ
す
可

.
&

金
额
を
淡
定
す
る

.
や
、固
ょ
.ひ
專
斷
的
に
念
を
爲
を
且
つ
勞
働
者
が
或
な
期
間
の
仕
事
を
終
了 

し
^

各
後
^

、爲
す
も
，
0

な
る
が
故
に
、斯
る
計
鼙
に
依

て

勞
働
者
の
能
率
を
土
進
す
る
を
得
る 

が
如

:&
は
、遽

R
之
を
望
む
能
は
ず
。
勞
働
潜

に

' し
て

、
自

己
の
.努

*
に
.依

て

、
利
益
金
を
增
進
し
、

,

X

は

生

產

農

を

節

：約

し̂:
る
場
合
化
、斯
く
て
生
じ
穴
る
刹
森
金
の
幾
部

.

を
自
ら
-受
傾
す
る
を 

得
る
や
を
知
る
に
非
ざ

)

れ
ば
、利
益
の

'

增
進
、養
：用
の
節
約
に
力
を
致
す
可
し
と
想
像
せ
ら
れ
ざ 

れ
ば
な

K

V

O

.且：

つ
之
を

0
會
改

M
の
本
旨
に
就
て
判
斷
す
る
も
、利
益
金
が
傭
潜
一
個
の
輿
斷 

.

.に
*

ぎ
、i

個
0

«

意
^

::侬
て
突
辨
せ
ら
れ

、
«

者
に
し

.

て
寬
ゑ
な
れ

«

、其
金
額
措
加
し
、率

咨

な

、
 

•

れ
ば
鱗
少
す
忍
ビ
云
，ぶ
が
如
き
、利
益
分
酤
制
逡
を

^

て
.
'

I

種
ぬ
慈
善

.
せ
異
な
ら
ざ
る
に
至
.ら 

”

擎
四
，

(

四六
-
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.

し
む
A

も
の
に
し
て
、勞
働
者
を
し
て
斯
る
傭
者
の
慈
善
又
は
.恩

0
の
下
に
居
ら
.し
む
る
が
如 

き
、社
會
上
の
結
果

_

に
於
::

て
、不
利
な
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
な
ぅ
。

'

最後に
利
益
分
：配

;«

度
.

の

一

原
別
ど
：し
：て
重
要
な
る
は
、此
制
度
に

.

阵
ぅ
計
窬
が
其
^
せ
ん 

ミ
す

る
目
的
に
順
應
す
可

き
乙
？
是
：れ

f

o

蓋
し
利

益
分
配
制
度
に
は
種

令
の

目
的
あ

彡 

て
、一
の
目
的
を
達
せ
ん

W

す
る
制
度
は
、

^

し
も
他
の

目り̂

に

調
和
せ

.

ざ
る
の
慽

I )
;

り
。

叫 

::

へ
ば
茅
益
分
酉
带
：度
の

.
1

:1
3

的
か
勞
徽
者
を
し
て
永
勸
せ
し
め
ん
ど
す
る
事
實
に
存
す
る
，は
、
 

疑
を
.
容
れ
す
と
雖
も

Ji
b

目
跑
に
重
き

t

谠
き
で
、却
て
能
率
の
增
進
を
謀
る
の
訐
畫
に
背
馳
す 

名
と

ミ
あ
る
可
く
、又
利
益

.
分
：
配
制
度
'の
下
に

#

働
者
を
し
て
者
年
時
に
於
け
る
貯
蓄
金
を
得 

せ
し
め
ん

v
j

し
て

.

却
て
肚
年

.

時
に
於
け
る
生
活
德
準
の
上
進
に
資
せ

.

ざ
る
の
弊
を
免
が
れ
ず
。
 

隨
5

益
分
配
制

..

f

定
レ
る

に
當
：言

 

す
&

所
を
明
に

し
、
青
準
じ
て
針

®

 

す
^

所
な
か
る

.

可
か
&
ざ
る
な

-?
)

"

。
 

、

.

.

V
.
. 

.

ご

，
.
.
' 

へ 

r
 

: 

'
 

•

,

,

.:

從
，來
利
益
分
配
制
度
の
訐
肅
せ
ら
る

\

や
、勞

働

密

の

能

率

を

上

進

し

、努

力

を«•
注

せ

し

ひ 

る
t

 

X

を
：
.

I
:

の
目
的
ビ
し
た
る
は
明
白
の
事

*.

な
ん
o

'

思
ふ
に
，勞
働
潘
に
し
て
自
己

0.

增
«

し
た
る
能
率
に
依
て
生
じ
ぬ

^

利
益
の

1

部
分
を

〔

獲
得
す

.
•る
を
得
る
こ

.

と
を
知
ら
ん
か
、自
ら 

其
生
産

.
上
に
致

■

す
努
力
を

.

大
な
ら
し
む
る
の
道
理
な
る
を
以
て
、上
：記
の
目
的
を
達
す
る
.が
爲 

め
.

^

利
益
分
配
制
度
贫
實
行
す
る
は
、適
當
の
計
窬
な
り
ビ
せ
ざ
る
可

r
ら
ず
。
然
れ
ど
も
從 

來

世

間

に

汗

は

，
る

、
：
_

.

例
の
务
き
利
益
分
配
、制
度
は
所
謂
一
般
的
分

.

配
法
に
し
て
、單
に
若
干
，
 

の：利
益

.

を
或
る

_

準
の
^

に
、
|

.

團
の
勞
働
潜
に
交
付
す
る
に
止
支
り
、隨
て
一
.個
の
勞
働
著
の 

收
，得

す

る

刺
.

益
：分
«

金
は
自
己

0

生
：產
的
能
力
に
依

i

ま
る
に
非
ず
、之
を
定
む
る

かの
は 

释
に
勞
働
ち
る
他

0

勢
働
*

全
體
の
生
產
的
能
力

.w

も
云
ふ
可
く
、灭
は
全
；體
の

'

業
務
，に
於
け 

る
成
織
の
如

^

に
も
依
る
も

0

ミ
ず
可
し
。

荐

し
も

一
個
の

勞
働
#

の
.

成
就
し
た
る
.仕
寧

に 

就
て
、
其

生

產
上
に
及
ぼ
し
た
る
、效
果
を
適
切
に
計
量
す
る
を
得
ん
に
は
、此

.■
計
量
3

:

れ
た
.
る
，

結 

果

を

；基

礎

と

し
.
.て
刺
益
を
分
配
す
る
は
、最
も

'

適
當
の
方
法
に
し

.
て
、斯
.の

如

く
に
し
て
能
率
を 

僧
進
す
る
に
資
す
る
を

#

.

ベ
し
。
現
に
多
く
の
仕
事
に
於
て
、個
，人
の

'

成
就
す
可
き
仕
寧
の
'最 

小
'

*

を
.

1

定
し
、此
：分

最

以
±

0

'

仕
事
を
爲
し

*

る
者
に
對
し
て
"其
傭
者
の
利
益
を
增
加
し
た

る
.

の
故
を
以
て
、
■

*

の
« '

龈
の
外
に
、利
益
金
を
與
ふ
る
ゆ
，利
益
分
配
の
一
形
態
た
る
を
米
は

.

. 

. 

:

.

.

:

.

.

.

:
 

* 

■

1

(

0
:丨

• 

/ 

.

す

‘ 

七
.

r. 

-

ゾ

第

4
-

四卷
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(

四六
3
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分
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論

：
：

說

:'
'

:
利

益

分

酣

制

度

も

策

す̂ 

.

镞

四

^

r

o
 

V 
.
然

れ
ど
も
±
記

の

方

法

に

對

し

て

は

、褪

令
の

,

_

の

生

す

る

こ

と

を

記

®

せ

ざ

る

可

か

ら
 

t

o

即
も
a

個

..の

勢

働

潜

め

ft

事
に
於
け

へ
る

成

績

に

依

，て

、利

#

分
_

額

を

決
.
定

し

、
勞

働

者
間 

，
に

，勞

働

報

酬

の

.
分

配
に

.就

て

、著

，

1>

き
高

下
の

差

を
生

^

る
^

き
は
、彼
等
を
し
て
協
同
的
精
神 

を

：失

は

し
め
、
過

勞

，
に
：

流
れ
し
め
、產
物
の
品

@

を
害
す

る

.
の
恐
大
な
る
も
の

あ

ヶ

。

又

仕

^

の

稀
類
に
依
：
.
て
は
、個
人
努
力
の
結
果
が
產
業
の
全
體
に
蔽
は
れ

て
、個
別
的

.に
±
を

計
最
，
す
る

能

" 

'
:

.

.

.:— 

:.
.

.
::
• 

.

t

t

中
、隨

て

個

人

.の
仕_

に
於
け
る
成
績
に
依
て
、利

.

益
の
分
配
高
を
決
定
す
る
が
如
き
、到
底
實

行
.に
堪
へ

ざ

る
斯
«

.

$

と

.せ

ざ

る

可

か

ら

ず

。
：
殊

に

或̂

種

類
0

仕

事

に

於

て

、多

數
.0'
# 4

働

者

が

之

；に

從

事

す
X

其
仕
事
の
結
果
が
單

J

へ
の
物
資
又
は
勸
勞
の
形
態
に
於
て
、現
は
る

、

;

場
合
.
^#

は
、能

率

を

針

：量|
,す
可
々
標
準

.

の
存
す
名
を
認
む
る
能
は
ず

^

斯
事
業

.
の
.
如
き
、此
誠
著

• 

. 

• 

«

な

.る
事
例

‘V
」

す
可
？

の
な

.

ぅ
。

S

し
：斯
業
に
從

事

.

.す
る
勞
働
遨
の
糧
類
は

千

差

萬

別

の

觀
 

あ 
i

 

も
彼

 
 ̂

0 #
 
« 
*
 
© 
M
 ̂
 
^
 
i 
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 ̂
%
 

 ̂
^

& 
.T
 I

 
n 

ば f

 
® 

斯
の 

產
出
高
の
增
加
し

.
^

る
.

場
合
に
、此
辩
加
が
如
何
な
る
程
.度
ま
で

個

々

の
.勞
餹
老
の
努
力
に
基 

く
束
の
な
る
，や
を

」

知
3 -

能
は
ず

。

隨

'て
斯
^

種
_

0

事
.

業
化
對
じ
；て
、利
：益
办
，配
制
度
を

«

用 

.

せ
ん
と
す
る
に
は
、合
衆
國
諸
州
の

*

斯
會
社
、に
於

.

.V

實
行
せ
’ら
る

V

が
如
ぐ
、犁

に

賃

銀

.：®
收

赞
痛
に

W

し

て
、利
論
金
を
分
配
，す
る

：

の
.
.外
，に
道
な
ぎ
が
如
し
ビ
酿
、奶
る

'

方
法
を

« :

て
し
1:
:

4

:

=
 

く

勢

働

著

'.の

辦

率

を® )
^

^

;

る
を
得
る
や
否

ゃは
一
個
の
疑
_
を
以
て
目
ぜ
ざ
る
可

力
ら
す 

寸
刺
、
益

分
，
制
-
.度
.
に
：傲
，て
、勞
«

者
を

し
て
.
.自
己

.の
.

• *

，る

直
接

の
利
寄

R -

0
,
へ
て
、能
率
を
發

摊 

舌
し
め
ん

f

ず
'̂

以
上
ば
、政
時
に

.
掼
失
分
擔

0:
:

制
鷹
：に
就
て
レ
亦

寧
灰
る
所
な
炉
る
.可
が
ら 

ち

，;:
'
-
勤
1;
:
勞
働
者
が
利
益
を
獲
得
ず
る
目
的
ゼ
以
で
、能
率
鉍
發
揮
す
各
こ
ビ
の
茧

f

な
る
以 

上
次
、損
失
を

.

脚
避
す

-

る
.爲

め
K

ti
B

率
を
發
'揮
す
る
こ

と
も
亦
® *

然
の

»
な
り

ピ
す
可

ぐ
、勞
■働 

遨
を
じ
て
損
失
ビ

.

利」

益
と
の
« '

者
に
與

^'
'

し
0

.る

こ
ミ
に
依
て
、營
業
上

に
於
け
る

利
#

關
係
' 

を
深
く
し
茭
實
住

0

®

念
を
強
か

S

し
o

る
を
得
れ

.

ば
な
々
。
然

-

れ

，
ど
%'
之

に

對

す

る

反

對
 

命

の

有

力

な

る

も

，：の, :
あ
り
、即
.

ち
勢
働
象
が
旣

'
.に
或
る
努
力
，を
爲
し
而
し
て
自
己
の
方
に
何
等 

.

.の
：過

失

な
き
に
拘
は
，

>£
>

♦

、尙
ほ

.

^

業
の
成
續

'

充
.

分
な

，ら

ず

，若
干

の:

損
失
を
招
&
た
令

と
す
..れ
 

.
ば
.
他
損
失

«

勞
«

激
0〈

過
失
玫
は

'

懈
怠
に

.

依
て
生
じ
た
を
も
の

.
に
#

ず
、寧
ろ

*'

營
上
上
.の
失
敗

ii

基
.
ぐ
.
も
の
.
.

s
o

ず
；可
く
、斯
る
關
修

R

阪
て
生
へ
じ
た
を
痕
失
私
勞
働
奢
に
負
擔
せ
し
む
る
'の
不

. 

:
' 

-.....

.
/ 

: 

...':. 

' 

-

•
 

 ̂

^ 

^

 

^

 

V 
^

 

o 

■

.

或
は
利
益
分
配
制
度
姑
仕
事
に
對
す

.

る
军
督
を
施
す
と
也
の

®

難
.

な
る
：場
合

K

之
を
省
く

四
.
卷

：0
四六
31
:

0'

論
.

餽
利
益
分
郞
制
，度
が
，論
す
 

餚
匹
r

こ



，巧

.

C

西
六六

，〕：

論
.

.

耽

利

益
.
分
酣
麗
.か

聲 

' 

取
四
號 

一
二 

:

^

の
；+手

段ビp
T

行
；は
.

る
-
:、

こ

ミ

あ

ぅ

。

例
へ
，
ば®

る
仕
事
に
.

於
て
、之
に
從
事
す
る
一
幾»

«

.

:

は
：幾
多

の
.

方
面
に
分
散
し
、其
多

'<

は
.

仕
事
の
本
部
ょ
り
隔
絕
し
た
る
場
所
に
於
て
勞
働
し
、本

,

.

細
に
：於
て

®

督
5r

加
：，ふ

：
.

る
能
は

^

,

る
ぺ
ダ
如
き
、事‘
例
ば
：屢

令

實

際

に

見

る

«■
る
場
合 

.

^

刹
舜
分
配
制

^

を
：採

用

.1
,

、勞
働
者
に
對
し
て
、仕
事
の
出
來
高
に
依
：り

*

銀
の
.

外
に
、或
る
.瞼 

一
 

與

令

爲

す
f

き
は
、自

も

能

率

の
.
增
進
に
資
し
、煩
猿
な
る
監
督
法
に
勝
る
效
果
を
生
ず
る
の
利 

益
，あ
る

.
'
,可
し
。

.

■

此
實
：例
ど
し
て
屢

か世
人
に
依
て
引
用
せ
ら
る
ゝ
は
建
築
業
修
_
事
業
の
場 

合
な
り
。
是
等

^

揚
合
：に

.

於
て
は
、勞
働
潘
は
多
く
中
央
部
ょ
り
離
れ
、一
人
ズ
は
雨

H

名
の
依

.

侶
一
を
：以
て
、仕"
事
に
從
ぅ
可

.

く
、塗
エ
、壁
紙.
張
&

エ
鼋
線
引
込
工
夫
の
如
き
、即
ち
之
に
當
り
，彼

^ ,
,
,

を
し
で
監
膂
の

な
：：

♦

に
：拘
は
ら
ず
、充
分

p

能
摩
を
發
撣
せ
し
ひ
る
：に
は
、利
益
分
配
制
度
'の
適 

用
を
：
#

要
ビ
.

す
可
し
。

'

巴

里

市

に

於

て

^

內

彩

色

並

に

裝

钸

を

寒
 

ィ

ゾン
、
レ

ク
k
 

I

r ,

力
利
益
分
配
制
度

に
就
て
®

,

著
な
.

る

成

縝

を

擧

げ

た

る

こ

ビ

は

、廣

く

世

人

の

間^-
傅
喂

• 

. 

I 

• 

•
'
; 

■ 

• 

• 

•

せ
&

.

.る
：
、
所

な

る

が

、此

事

た

，る
，事

業

の

性

質

の

之
.

を
然
ら
し
む
る
も
の
と
認
む
#
&
狐 

-

或
は
仕
事

0:

上
に
、损
耗
を
生
ず
る
こ
ど
を
防
业
す
る
の
目
的
、を
以
で
、刺
益
分
配
制
鹿

の：
行 

:

は
る
、
場
合
あ

6

0

.

仕
事
。の
上
に
生
ず
る
損
粍
と
稱
す
る
は
谅
料

.

#

に
»

し

て

損

傷

ゼ

加

、
へ.

」

，
 

0

'

 

*

 

.

 
: 

.

 

-
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.

 

A
:
v

檄
械
遨
具
其
他
講
設
備
に
對
し
て
取
扱
上
の
注
韋
を
缺
き

、
®

 

Z

ぢ
に
し
七
、

，

.

:

,殊
に
勞
働
者
が
自

&.

貴
：.
重
な
各

^

料
を
1 :
_

し
て
、其
加
エ
を
掌
る
：場
合

6

是
等
の
ー

_

害
*

生
.

-

ずる
恐
の
著
し

t

の
あ
^

0

辞
に
於

V

か
利
益
：分
配
：制
度
を

.

利
用
し
て
、勞
働
者
に
節
約
を 

标
ひ
、原
料
の

.

消
耗
を
防
ぎ
機
械
道
具
の
損
傷
を
避

c

_

る
の
方
便
と
す
る
：の
.說
を
生
す
る
は
極 

玖
て
自
然
な

&

ミ

す

：
可

：
し

。

•:

然
も
斯
る
目
的
を

.

達
す
、
爲
め
に
、利
益
分
配
制
度
を
適
用
す
る 

,

場
合
に

‘

は
、事
業
の
權
類

^

依
て
、其
成
功
す
る
も
の
と
然

6

ざ
る
も
の

-t
.

の
相
違
あ
る

i

ビ
に 

:

:注
事
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。冲
例
：へ
ば
勞
働
考

.に
し
て

.

職
エ
長
組
長
伍
長

<£
:

云
ふ
が
'如
き
責
任
あ 

る
地
：位
に
立
ち
、自

&

の
カ
を
：以
て
、節
約
を
行
ぅ
を

#

る
著
に
對
し

%

此制
度
を
適
用
す
る
と

- 

き
.
は
、效
染
の
大
な
る
も
の
あ
る
可
く
、隨
て
彼
等
の
率

ゆ
る

一

部

の

勞

働

，者
®

B

に

適

用
.

す
.

る 

の
：：

理

由

を

生

す

可

し
o 

.

.

. 

'

;

'

.•
 

.
 

S
 

;

■:
'

.

/

'

r 

.

.

.

.
勞
働
蒸
が
仕
事
ね
於
て
移
動
す
る

t
と
、甚
だ
し
\
今
日
プ
ヱ
場
に
於
て
就
業
す
れ
ば
明

日
 

は
他
の
エ
場

」
2

於
で
就
業
す
る
が
如

き

、
®考
の
苦
痛

S
す
る
所
に
し

-t
:
時
に
勞
優
者
に
取
つ 

で
f

、自
身
の
，不
幸

「

を
招
ぐ
の
所
.以

^
る
こ

と
な
し
マ

j

せ
ず
。
斯
く
.て
傭
者
が
勞
働
の
移
锻
を 

'

竿

四
嵇

r

四
'
六七，)

V

:

:論

說

利

益

：分
：挪

制

度

か

零

 

第

四

號
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、
第

十

四

卷
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四

六

八

)

，
論
,

說

利

：益

分

酣

制

度

を

論

す

. 

第

四

號

一

四

制
限

し

，勞

働

者

を

；しV

一
個
©

X

場
.

定
着
せ
し

tr
る
目
的
を
以
て
，利
益
分
配
制
度
を

.

採
用 

す
る
；は
、最

も自
然
0:

徑
路
と
せ
ざ
る
：可
か

&

ず
、而
し
て
時
に
之
を
勞
働
者
の
利
益
に
附
會
す 

る
蓉
あ
る
は
、上
記
の
關

.
係
：
^

$

く

も
の
ミ
知

S
可
じ
。
然
れ
ど

も

公
平
な
る
觀
察
を
下
さ

ん 

か
、勞
儆
の
移
動
を
制
限
す
る
は

^:

働
若
に
取
つ
て
利
益
な
ぅ

V」

云
.
ふ
ょ
ぅ
も
，傭
藉
の
利
益
す 

る
所
大
な
か
ば
せ
；ぼ

.
：る
を

#

ず
。
蓋
し
傭
者
が
或
る
勞
働
者
を
失

H

之
を
補
充
す
る
場
合
に 

は
、新
：な

る

勞働
！
？

を

選

定

-せ

ざ

る
^
か
ら
ず
、幸
记
選
定
宜
し
き
に
適
ひ
、熟
練
勞
働
者
を
得
ぬ 

h

-
 

ず
る
も
、其

.

從
.

«

す
る
.エ
場
の

#

色
又
は

.
仕
ぎ
‘に
伴

ラ
微
細
の
狀
況
に
適
應
せ
し
む
る
は
、
 

容
易
の
事
に

.
非
ず
し
：て

^

2

ら
谱
'

干
の
^
.時
を
，要

^

^

る
を
'

得
ず
。
.
.
.此
期
間
勞

«

者
.は

普

通

の

標 

準
芩

:>

以
下
の
能
率
に
於
尤
、勞
働
，す
る
の
み
な
ら
ず
、其
勞
働
者
を
訓
練
す
る
に
就
て
、他

0
勞 

働
者
を

1>
:

て
注
意
や
時
間
を

.

_

か
し
む
る

.

0

辑
失
あ
む
。
玆
に
於
七
か
俯
#
は
斯
る
勞
働
者 

0

:

仕
，事

に

於

け
4

移
泐
を
抑
制
す
る
の
目
的
を
以

て

、
利
益
分
配

'

制
度
を
制

M

し
^

に

其
服
，目 

と
し
で
、勞
働
者
の
勸
務
年

_

の
墻
加
す
る
に
隨
て
、双
益
み
齙

«
を
加
重
す
る
の
方
法
を
取
る 

も
の
あ
が
。

';
例
へ
^

勞

：
儆

考

に

：
し

て

滿

一

一

年

間

繼

.

績
し
て
'動
務
し
た
る
と

&

に
は
.、株
主
配
當 

率
の
I

四
/
分
の

.
.
1

に
相
，，當

す

る

舐

增

を

賃

銀

に

對

し

て0
與：

せ

ち

る

可
{

、
H

年

間

勸

續

の
t

.

.

 

-

■

は

其

举

增

を

配

當

：率

：の
：
^

分
0

.

-

^
 

. 

、

し
，
K

年
以
上
の

.

勸
崔
霉
に
は
之
を
配
當
率
の
同
額
ミ
す
る
の
制
度
を
行
ぅ

i

の
あ
h

o

或
は 

興
s

®

 

Q

I

S

ん
じ
、軍
に

i

 

友
る
f

し
て
利
益
分
配
制
度
に
與 

.

.

•

:

:

.:
&

し
む
ム
を
得
る
匕

 ̂

斯
ぐ
勸
續
年
限
の
.最
短
期
を
意
め
、此

.

以
上
の
期

.

.

:

'

間
猶

.
續
し
^

^

^

^

^

.

 

I

 

-

 

-

::
:.
.

 

'

:

■

:

....

•
 

-

 

:
 

.

 
.

 

’

 

.

 

-

.

’

 

.

.

.

一
す
る
の
意
に
出
で
，

.

れ
る
も
の
な

.

為
。

:

,

_

 

:觅」

に
^

益

分

配

：制
：度
：：を

利

用

：し
て
、勞

：働

寧

の

勸
.

續
を
繼
獎
す
る
爲
め
に
行
は
る
、
は
利
益 

‘

.

ぐ
■ 

^

 

®

 

^

.

.

0
 

^

 

^

 

^
 

®

 

®

 

K

 

^

 

^

 

®

 

^
 

K

 

^

 

^

—

ぃ

:

:

交
吹
せ
ざ
る
こ
と

〜

^ '
:

る
の
方
：法
是
れ
な
卜
。
斯
の
如
く
す
れ
ば
多
數

0

勞
働
潜
は
利
益
分 

.

.

配
.
.金
を
犠
鮏
に
：供
：し
；

^

仕
串
を
棄

0

:

る
を
_

欲
!*

す
、叉
他
に
有
刺
な

.
る
体
事
の
自
己
を
.誘
ラ
も 

\

 

.の
あ
ヶ

I

る

氣

i

:

I

:

益
分
配

‘
金
を
償
ぅ
に
足
ら
ざ
る
を
以
て
、自
然

一

の
事
業
に
定

f

る

：の

結

果
.

■

ず

可

續

I

殊
に
合

5

に
於
て

I

の
外
國
移
住
？

使

•

役
ず
一

J

業
に
在

5

は
•

勞
働

S

變

轉

職

•

？

規
f

き
が

.

故
に

"

右
の
趣

f

以
て
羽 

-

J

 

^
 

^
 
ベ
ッ
ク
商
會
に
於

v
 

- 

, 

1

1

^

^

^

 

' 

. 

第四魏
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‘
第
十
四
卷

n

s

o

 

. 

^

 

^

科益分酿制度

'

I

す 

« 

菌

號

1

 

て
千
'

九
？

六
年
七
月
制
定
し
た
る
利
益
分
配
制
度
に

於て，從業
f

利

益

金

を

分

配

.せ
ら 

れ
•

て
'#

、七

個

年

を

：經
'
,過

せ
.
ざ

れ

ば

、̂

自

之

を

引

出

す

を

得

ざ

る

こ

と

、
し

た

り

。

.
傭

者
が
勞
働
著
の
動
續
を
希

鐵
す
る

:

は
、甚
だ
可

な

&
、此
希
撃
を

.

實

現
ず
る
爲

め
に
、勸
績
者 

に

M

s

與
其
他
の
獎
勵
へ
手
段
を
：施

すこ
士
も
亦

不
可
な
り

-

せ
.

ず
。

唯

利
益
分

配制
度
を 

.

利

用

：し
、

.
1
.

方

に

利

；益

を

分
B2

す
る
こ

I

理
由
ど
し
て
、平
生
变
挪

.

ぅ
賃
銀
を
.茈
常
の

率
ょ

i 

.も

低

廉

に

し

、他

め」

方
.

に
貧
銀

Q
.

代
償

と
も

云
.
ふ
可
き
利
益
分
配
金
を
勞
徹
者
が
或
る

®

M

 

以
前
に
職
業
を
退
き

/2

る
乙
と
の

理
由
を
以
て
、傭
者
の
手
に

沒
收
し
、又

其

沒
收
せ
.

&

る

、
を 

恐

れ

て

、勞

働

容
を
し
；.

て
永
く
自
己
の

意
思
に
：反
す
る
仕
事
に
就
か
し
む
る

.

が
如
§

、共
こ
勞
.動 

者
0

芽
益
と
自
由

V
J

を
傷
く

る
の

甚
だ

し
き
も
の

ど

.s
'

は
ざ
る
を

得
ず
。

莕

し
も
勞
猶
考

が 

JE

常
？̂

©

，
銀
を
得
农
る
上
に
ズ
に
加
へ
そ
郝
益
の
分
配
を
受
く
る
の
麗
み
あ
り
ビ
せ
ん
， 

>自
然
彼
等
を

し

て
永
く
仕

^

に

留

ま

ら

し

む

る

の

道

.理

なi

o

藍
し
勞
働
時
間

や
、其
也

の

僻 

件
に
し

S

に
滿
.
足
す
可

|

の

な

ら

ん

か

、勞
®

f

賃
銀
の
良
好
な
る
仕
事
に
最
も
永
く 

.

身

を

置

く

可

く̂

；銀
を
低
廉
に
し
な
が
：ら
、他
^
勞
働
者
の
自
由
若
し
く
は
意
思
を
率
縛
す
可 

:

き
„
沿
約
を
設
を
て

j

の.
ft

事
.

に
.

定
着
^-

し
め
ん
と
す
る
が
如
き
、決

して：-

事の
可
な

& 
t

認U

る
能
は
ず
？
元
來
勞
働

0
の.資
本
家
に
對
し
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